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論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文は中国語音韻体系の分析、及び音韻体系分析の基本となる包括的で、精密な
音声学的観察と記述に関する９章からなる論考であり、音素体系、声母、韻母の組織、
ピッチアクセント（声調）、音節、ストレスアクセント（軽声）、ｒ化、文音調、及びリ
ズム、フット、ポーズの問題を取り上げている。 
 序章では、本論文の目的、先行研究、及び論文の主旨と構成が述べられている。 
 第 1 章では子音音素と母音音素、及び韻母体系の音韻論的解釈について詳しく論述され
ている。特にピンイン方案との関わりでこれらの問題を扱っているが、たとえば、母音音
素については、漢語ピンイン方案が独立の字音（音素扱い）として認めている「O」の音素
論解釈が焦点として論述した。また、基底にある整然たる韻母の体系性を明確に示すこと
によって、韻母内部における母音配置の制約、及び韻頭（介音）と韻尾（音節末音）の共
起制約があり、韻母はこれら制約のもとで形成されていることを明らかにした。これによ
って、韻母内部韻母構造表にある空欄の大部分は単なる偶然の空欄ではなく、これらの制
約から説明できる空欄であることを示した。 
 第２章は「声母」を中心に取り扱い、子音体系を概観した上、以下の３つの問題を取り
上げた。 
一つは子音音素の異音とその調音の記述についてである。子音を「調音点、調音法、
有声・無声」の三つの視点から記述する。いわゆる「有気・無気」の特徴については、
調音法の特徴の一つという考え方を示した。 
二つ目は二重調音および三重調音の調音についての記述である。ここでは従来の記述
でほとんど言及されない「口蓋化」、「唇音化」、「口蓋・唇音化」、および「有声化」の
環境と調音の実際を観察し、記述を試みた。口蓋化は、子音が前舌子音の[i]に先行し
て起きるときに生じる。唇音化は子音が円唇母音に先行して起きるときに生じる。円唇
化を引き起こす母音には[u]や[o]がある。また、母音は[ü]は前舌である上、円唇であ
る。子音が母音[ü]に先行して起きる場合、口蓋化と円唇化が同時に起きるとした。 
三つ目の問題は、教育現場でとかく強調される「有気・無気」の問題と、「そり舌音の
調音」、および円唇母音に先行して起きる軟口蓋音 h[ｘ]の調音について述べた。「有気」
については、子音自身の「息」の強さよりも、子音の母音の間に存在する「息」の瞬間が
有意味な特徴で、子音自身の強さはむしろ二次的で、付随的現象であることを論じた。 
第３章では「韻母」を取り上げたが、主として第１章の音素分析に基づいて、母音及び
母音どうし、さらに母音と子音（鼻音）が組み合わせでできる韻母の音声的実現について
記述を行った。このうち、鼻音韻尾 n[n]と ng[]の対立については「前舌性」と「後舌性」
の対立であることも指摘したが、これなどは教育現場においても活かされるべきであると
述べている。 
第４章は「音節」であるが、ここでは主として二つの課題が取り上げられている。一つ
は音節構造の問題で、もう一つは、中国語で音節が相対的に自立性高いことの音声学的理
由についてである。特に、音節構造の自立性ついては、中国語では、音節単位の確認のみ
ならず、音節境界も明確で、英語をはじめとする欧米諸語に比べて、音節単位は自立性が
高いことをその理由を示して指摘した。 
 第５章では「声調」を論じた。特に声調交替のプロセスについては詳しく論述してある。 
 第６章は「軽声」を論述したが、「軽声」は、心理的には強弱の違いとして捉えられ、音
声的には主として音節の長さ及び音節実現の明瞭さの違いとして現れるとし、このような
現象はストレスの現象であると結論づけた。つまり、中国語で音韻論的に有意味なストレ
スのレベルは「強」と「弱」の二段階である。「強」と「弱」の組み合わせで、いくつかの
ストレスパターンがある。「軽声」とは、「強」と「弱」のうち、「弱」のほうを有標として
とらえ、マークした結果である。従って、「軽声」は一定のストレスパターンの現れであり、
ストレスパターンの一部であるとするのである。 
 第７章は「ｒ化」の問題である。ここでは、特に、従来考えられてきた音節末音にのみ
音変化をもたらすだけでなく、むしろ音節頭位音にまで影響を及ぼすもので、音変化は頭
子音に始まり、「介音」も含めて、音節全体に及ぶことを指摘した。 
 第８章と第９章はそれぞれ中国語における「文音調」と「リズム･ポーズ」について論じ
ている。 
文音調には「イントネーション」現象と、「文強勢」現象があり、前者は高さとして実
現するもので、後者と強さとして実現するものであるとした。リズムについては、例えば
韻律文に代表されるように、長さリズムのほか、中国語は音色、高さなど、多様な要素が
リズムに関わる言語であるとした。ただし、音色や高さリズムは主として韻律文に多用さ
れるもので、また、リズムの単位は基本的に２音節であるが、末位に単音節が残る場合は、
例外的に１音節の単位が認められるとし、また、軽声音節はその直前の音節とともに、１
音節として数えられる。さらに、短縮語も２音節語が主流であるとして、これらのことか
ら、中国語のフット単位は基本的に２音節であると考えることができると結論づけた。 
 
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 以上の論文要旨に示されているように、本論文は、いわゆる文系の論文でありながら、
極めて理系的な要素を含んだものである。それは、音声学、音韻学というものの一つの特
徴であるが、人の口腔や声帯といった生物学的な要素と、音声を機械的に分析するという
部分を内包する分野であるからである。しかしながら、単なる物理的な分析だけでは音声
学や音韻学は立ち行かず、たとえば、音韻表の構築などは、まさに文系的な方法論が要求
されるものである。 
 さて本論文では、先ず第一章で中国語の音素体系と声母、韻母組織、表音文字について
概観した上で、第 2 章、第 3 章では、第 1 章の音素論の分析結果に基づいて、中国語の声
母、韻母について詳細に記述し、第 4 章では声調について分析を行っている。第 5 章では
音節構造における従来の音節内部 4 分節および 3 分節論に対して独自の見解を示している。
第 6 章では軽声についての新しい知見をのべ、第 7 章ではｒ化を、第 8 章では文音調、リ
ズム、ポーズといった極めて記述しにくい問題を積極的に取りあげて独自の観点を示して
いる。たとえば中国語の韻母構造表にある「空欄」をいかに処理するかといったこれまで
なかなか決定打のなかった難問について、中国語の基底にある整然たる韻母の体系性を明
確に示した上で、それにより、韻母内部における母音配置の制約、及び韻頭（介音）と韻
尾（音節末音）の共起制約があり、韻母はこれら制約のもとで形成されているとして、こ
れによって、韻母内部韻母構造表にある空欄の大部分は単なる偶然の空欄ではなく、これ
らの制約から説明できる空欄であると結論づけている。 
 また本論文の成果は今後、日本における中国語教育における発音教育にも大いに寄与す
る内容を多く含んでいることも特質すべき点である。教育現場でとかく強調される「有気・
無気」の問題や、「そり舌音の調音」、あるいは第３章の鼻音（n/ng）の問題などがまさに
それである。 
 総じて、中国語音声学、音韻学を基盤とした論考であるが、一方で、非母国語話者に中
国語の音声を如何に理解させ、また彼らが如何にそれを理解し習得するかという、いわゆ
る音声教育の立場にたって、中国語の音声構造を一般言語学および音韻学の手法によって
分析しようとした意欲的な研究であると言うことができよう。 
 本研究科は、新たな学問領域としての文化交渉学の構築を目指すことを目的としている。
その研究科の目的からみても、本論文は音声に特化してはいるものの、その方法は文化交
渉学研究のそれと関わるものであり、文化交渉学の更なる学問的可能性を示す一つの個別
的な研究であることは疑いなく、本研究科の授与する博士学位にふさわしいものであると
判断する。よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
 
